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Ⅰ 計画策定の背景 

 

  留萌市では、環境への負荷の少ない環境重視型社会構築のため、市自らが先頭に立っ

て資源やエネルギー消費の抑制、環境配慮製品の利用を促進することを目的として、平

成１５年度より留萌市庁内率先行動計画を策定し、その結果、この５年間で２００万㎏

以上の二酸化炭素の排出量を削減することができました。 

これまでの取組みを今後も継続し、市民運動として根付かせていくために、平成１８

年度を新たな基準年度とした第二期目となる留萌市庁内率先行動計画を策定し、また、

「地球温暖化対策の推進に関する法律第８条」に基づき、温室効果ガスの削減を目的と

した留萌市地球温暖化防止実行計画を平成２０年３月に策定しました。 

留萌市地球温暖化防止実行計画では、留萌市の事務・事業に伴って生じる温室効果ガ

スの抑制、環境への負荷を低減することを目的とし、ガソリン、灯油等のエネルギー使

用量を削減することにより、地球温暖化への影響が最も大きいとされている二酸化炭素

排出量を削減していくものであり、平成２０年度から取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 対象部局と組織体制 

 

（１）対象部局 

   市役所本庁舎、教育委員会部局、病院施設等、全ての市の施設を対象とします。 

   （留萌市地球温暖化防止実行計画では、一部施設を対象外としています。） 

（２）組織体制 

   各部等を実行組織の単位として実施し、各部内に次の者をおきます。 

計画推進責任者 

（部長の職にある者） 

 本計画の責任者であり、部等の年度重点目標を設定し、取組み状況

の評価及び今後の対応等総括管理をします。 

 部等の取組み推進に係る指揮、指導及び点検を進めるとともに各課

の実績状況を取りまとめ事務局へ報告します。 

計画推進管理者 

（課長の職にある者） 

 課等の年度重点方針に基づく重点目標の設定、課内の進行管理をし

ます。 

計画実施推進員 

（各課庶務担当係長） 

 課内重点目標の徹底や職員の環境率先行動の推進を図り、取組み状

況を報告します。 

 

－ 基 本 方 針 － 

（１） 職員一人ひとりが、率先行動の目的とねらいを認識し、事務の効率化と経費の無駄を排除

するよう取り組む。 

（２） 具体的な環境保全の目的や数値目標を定め、職員自らがその実現に向けたプログラムを

実行する。 

（３） 職員は、市民の模範になるように庁舎外においても積極的に取組みの実践に努める。 

    （公用車のアイドリングストップ、環境アクションデーの実践等） 
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（３）計画の実施 

   副市長を委員長とし、各部長等で構成する留萌市環境施策推進委員会にて、各部長等か

らの報告を受け、実績報告（１年）の点検や審議、評価を行います。 

この委員会では、是正措置の検討や目標設定の再検討を行いながら、次年度以降の計画

実施に活かすこととしており、実績報告については冊子やホームページ等により公表する

こととします。 

 

 ○留萌市環境施策推進委員会 

委 員 長 副市長  実行計画の取組み実績について、市長に報告します。 

副 委 員 長 都市環境部長  委員長（副市長）を補佐します。 

委 員 

（計画推進責任者） 
各部長 

 委員長（副市長）の指示に基づき、指導、点検及び実

績報告書の取りまとめを行なうなど各部等の実行計画

の活動を総括します。 

計画推進管理者 各課長 

 留萌市環境施策推進委員会（各部長等）の指示を受け、

課等の重点目標を設定し、指揮監督するとともに、取組

み状況を報告します。 

  

（４）計画組織図 
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事務局
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・各部長からの報告を受け審議・評価

報告

報告 指示
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・取組み状況の報告
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指示
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指示

報告 指示

公　　表
（冊子、ホームページ）

ＰＤＣＡ
サイクル

［ 副 市 長 ］ 委 員 長

［ 各 部 長 等 ］ 委 員 （計画推進責任者）

［ 各 課 長 ］ （計画推進管理者）

［ 各 職 員 ］

（ 実 行 主 体 ）

総 務 課 総 務 係

環境保全課環境保全係

［都市環境部長］ 副委員長
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Ⅲ 推進目標 

  次の３つの目標を柱に事務事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 省エネルギーの推進 

  市の事務事業において、照明やＯＡ機器、冷暖房、給湯等における電力及び石油、公

用車の燃料としてのガソリン等の様々なエネルギーを大量に消費している。 

  これらのエネルギーの消費量を削減することは、資源消費の削減につながるばかりで

なく、温室効果ガスである二酸化炭素の発生を抑制し、地球温暖化防止に寄与すること

となることから新エネルギーの積極的な導入を図ることや、事務室内における省エネル

ギーの取組みを拡大、定着することにより省エネルギーを推進する。 

 

② 省資源の推進 

  市の事務事業において特に紙類は、大量に消費していることから、紙類の使用量の削

減や紙のリサイクルと併せ、再生紙の利用を拡大することにより、森林資源の保全に努

める。 

  また、エコマーク商品等の文具類を積極的に使用することにより、これらの環境配慮

製品の消費と普及を図るとともに、安定したリサイクルシステムの形成に努める。 

 

③ 廃棄物抑制の推進 

  市では、庁内の廃棄物をもやせるごみ、もやせないごみ、資源ごみ（缶類、ビン類）、

危険ごみ、生ごみ、ペットボトルに分けて排出し減量化を図っているが、今後さらに用

紙類の使用量削減やもやせるごみと古紙との分別の徹底、チューブファイル等の再利用

の促進や事務消耗品の在庫管理等を進めることにより減量化を図る。 

庁内 「4Ｒ」 チャレンジ 

REDUCE（リデュース）…ごみを減らす 

REUSE（リユーズ）…再利用する 

RECYCLE（リサイクル）…再生利用する 

REBUY（ リ バ イ ）…環境配慮製品、再生品を購入する 
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Ⅳ 留萌市地球温暖化防止実行計画の進捗状況 

 

（１）削減数値目標 

   この実行計画では、平成１８年度を基準年度として、平成２４年度までに二酸化炭素の

排出量を３％削減することを目標としています。 

    

   ▼削減目標 

平成１８年度の 

二酸化炭素排出量 
削減目標・削減量 

平成２４年度の 

二酸化炭素排出量 

１０，１２６ ｔ 
削減目標  ３％削減 

削 減 量   ３０４ ｔ 
９，８２２ ｔ 

    

▼各項目別の使用量・削減目標 

 項 目  
平成１８年度 

（基準年度） 

平成２４年度 

（目標年度） 
削 減 量 

 ガ ソ リ ン  ５８，４６５ ㍑ ５６，７１１ ㍑ １，７５４ ㍑ 

 軽 油  ４７，９０２ ㍑ ４６，４６５ ㍑ １，４３７ ㍑ 

 灯 油  ２７７，５７７ ㍑ ２６９，２５０ ㍑ ８，３２７ ㍑ 

 Ａ 重 油  １，５９０，６２８ ㍑ １，５４２，９０９ ㍑ ４７，７１９ ㍑ 

 Ｌ Ｐ ガ ス  １，５３５．７ ㎥ １，４８９．６ ㎥ ４６．１ ㎥ 

 電 気  １０，１３６，２２４kwh ９，８３２，１３７kwh ３０４，０８７kwh 

 

▼各項目別の二酸化炭素排出量・削減目標 

 項 目  
平成１８年度 

（基準年度） 

平成２４年度 

（目標年度） 
削 減 量 

 ガ ソ リ ン  １３５，６９７ ㎏ １３１，６２６ ㎏ ４，０７１ ㎏ 

 軽 油  １２５，４５５ ㎏ １２１，６９１ ㎏ ３，７６４ ㎏ 

 灯 油  ６９０，８８９ ㎏ ６７０，１６２ ㎏ ２０，７２７ ㎏ 

 Ａ 重 油  ４，３０９，０１１ ㎏ ４，１７９，７４１ ㎏ １２９，２７０ ㎏ 

 Ｌ Ｐ ガ ス  ９，８１３ ㎏ ９，５１９ ㎏ ２９４ ㎏ 

 電 気  ４，８５５，２５１ ㎏ ４，７０９，５９３ ㎏ １４５，６５８ ㎏ 

 合 計  １０，１２６，１１６ ㎏ ９，８２２，３３２ ㎏ ３０３，７８４ ㎏ 

 

（２）各項目における取組み状況 

   すでに目標値に到達している項目は「○」、基準年度より削減されていても削減数値目標

に到達していない項目は「△」、基準年度より増加してしまった項目は、「×」で表してい

ます。また、使用量は削減されていてもＣＯ2排出量は増加している項目についても「△」

で表しています。 

平成２４年度の取組みでは、４項目で目標値を達成しています。 
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 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ2４-Ｈ18） 

使  用  量 ５８，４６５ ㍑ ５０，８４８ ㍑ △７，６１７ ㍑ 

二酸化炭素排出量 １３５，６９７ ㎏ １１８，０１８ ㎏ △１７，６７９ ㎏ 

     ▼使用量 （単位：ℓ）              ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ24-Ｈ18） 

使  用  量 ４７，９０２ ㍑ ５２，０９４ ㍑ ４，１９２ ㍑ 

二酸化炭素排出量 １２５，４５５ ㎏ １３６，４３４ ㎏ １０，９７９ ㎏ 

       ▼使用量 （単位：ℓ）             ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 ガソリン使用量については、基準年度対比では約 13％の削減となっています。市役所全体で

は車両の一元管理やハイブリット導入等により使用量削減に努めているが、公用車使用の出張

が増えたため増加、市教委所管の学校施設では除雪機の使用回数の増加により使用量が増加し

た。市民健康部、市立病院では配属車の使用回数が増えたので前年より増加した。 

 軽油については、前年度対比では 31.4％の大幅な増加となり、基準年度対比で 8.6％の増加

となった。総務部ではマイクロバス使用回数の増加、都市環境部では、除排雪重機の出動回数

の増加により使用量の大幅な増加に繋がった。除雪のための出動頻度により、使用量が変って 

くるため、降雪量が多かった H24 年度は大幅な増加となった。 

 

ガ ソ リ ン 評価…○ 

軽 油 評価…× 

使用量増減の要因・取組みについて

について 
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120,000

130,000
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 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ2４－Ｈ18） 

使  用  量 １，５９０，６２８ ㍑ １，１４４，８１７ ㍑ △４４５，８１１ ㍑ 

二酸化炭素排出量 ４，３０９，０１１ ㎏ ３，１０１，３０９ ㎏ △１，２０７，７０２ ㎏ 

       ▼使用量 （単位：ℓ）             ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 

 
Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ24-Ｈ18） 

使  用  量 ２７７，５７７ ㍑ ３４８，３２８ ㍑ ７０，７５１ ㍑ 

二酸化炭素排出量 ６９０，８８９ ㎏ ８６６，９８８ ㎏ １７６，０９９ ㎏ 

  ▼使用量 （単位：ℓ）             ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 重油については、Ｈ24年度は基準年度比約 28.1％の削減となっています。市全体としては温

度の設定等、使用量の節約が定着し、使用量は減少傾向にありますが、総務部や市立病院では

夏期の高温、冬期間の低温でボイラ－の使用量が増加した。 

 灯油については、Ｈ24年度の全体使用量は基準年度以降に燃料を灯油に変更した機器がある

ため、基準年度対比約 25.5％と増加しているが、前年度対比約 10.3％の減少となっている。 

都市環境部では大雪で、所管施設の使用量が増加したが、ロ－ドヒ－テ

ィングの稼働面積の見直しや市立病院や学校施設で節約に努めたことによ

り減少した。今後も各施設での適正な温度調整等、ボイラーの管理を適切

に行い、使用量の削減に努めます。 

 

重 油 

 

評価…○ 

灯 油 

 

評価…× 

使用量増減の要因・取組みについて

について 
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 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ24-Ｈ18） 

使  用  量 １，５３５．７ ㎥ １，０５０．９ ㎥ △４８４．８ ㎥ 

二酸化炭素排出量 ９，８１３ ㎏ ６，８８３ ㎏ △２，９３０ ㎏ 

       ▼使用量 （単位：㎥）             ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 

 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 増減（Ｈ24-Ｈ18） 

使  用  量 １０，１３６，２２４ kwh ９，０４３，１７８ kwh △１，０９３，０４６ kwh 

二酸化炭素排出量 ４，８５５，２５１ ㎏  ４，３８５，９４１ ㎏  △４６９，３１０ ㎏  

 

       ▼使用量 （単位：kwh）            ▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

 

 

 ＬＰガスについては、基準年対比で約 31.5％削減となっています。市民健康部は－とふるで

は、貸館が増えたことにより前年より増加、都市環境部はじめ教育委員会、消防組合や留萌南

部衛生組合などでは、職員の節約意識が定着し、各施設において節減に努めたことにより、Ｈ

20 年度以降の使用量は減少傾向にある。 

 電気については、基準年度対比約 10.7％削減されています。夏期に計画停電の実施される恐

れがあったため、市庁舎、各部局で業務の効率化を図り、節電に努めたことにより減少した。 

 Ｈ21 年度以降の年度によって増減はあるものの使用量は減少傾向にある。 

液化石油ガス（ＬＰガス） 

 

評価…○ 

電 気 

 

評価…○ 

使用量増減の要因・取組みについて

について 
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1,188.6 

1,050.9

1,489.6 

800

1,000

1,200

1,400

1,600

10,136,224 

8,745,738 

9,425,418 
9,408,125 

9,362,764 
9,043,178 

9,832,137 

8,000,000

8,500,000

9,000,000

9,500,000

10,000,000

10,500,000
4,855,251 

5,142,494 

4,081,205 

3,321,068 

4,540,941 

4,385,941 
4,709,593 

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000
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  各エネルギー使用量を温室効果ガスであるＣＯ2に換算すると、平成２４年度の目標値より

約１,２０６,７５９kg（約 13.2％）が削減されました。 

項目別の排出量では、基準年度比率で最も削減率が大きかった重油は 35％と大きな削減が

達成されました。以下、ＬＰガス…約 28％、ガソリン…約 12％、電気…約７％の削減となっ

ています。 

しかし、灯油の排出量については、積雪寒冷により約 29％の増加、軽油は約 12％の増加と

なり、目標値に到達することができなかったところです。 

平成２４年度の全体の取組みでは、前年度に引き続き、二酸化炭素総排出量は目標値を超

える削減量となっています。今後も各エネルギーの使用量の削減により、二酸化炭素排出量

の削減に努めていきます。 

    [単位：kg－CO2]  

項 目 排出係数 Ｈ１８年度 Ｈ２４年度 
増 減 

（Ｈ24-Ｈ18） 

Ｈ２４年度 

目標値 
評価 

ガソリン 2.321kg-CO2㍑ 135,697 118,018 △17,679 131,626 ○ 

軽 油 2.619kg-CO2㍑ 125,455 136,434 10,979 121,691 × 

灯 油 2.489kg-CO2㍑ 690,889 866,988 176,099 670,162 × 

重 油 2.709kg-CO2㍑ 4,309,011 3,101,309 △1,207,702 4,179,741 ○ 

ＬＰガス 6.550kg-CO2㎥ 9,813 6,883 △2,930 9,519 ○ 

電 気 0.353kg-CO2 kwh 4,855,251 4,385,941 △469,310 4,709,593 ○ 

合     計 10,126,116 8,615,573 1,510,543 9,822,332 ○ 

 ※① ＣＯ2排出量は、各項目の使用量毎にそれぞれ排出係数を乗じて算定されます。 

 ※② ＬＰガス、電気の排出係数は変動しています。 

      ○ＬＰガス…H18 年度 6.390kg-CO2㎥、  H20 年度 6.550kg-CO2㎥ 

      ○電  気…H18 年度 0.479kg-CO2kwh、 H19 年度 0.517kg-CO2 kwh 

H20 年度 0.588kg-CO2 kwh、 Ｈ21 年度 0.433kg-CO2kwh、 

Ｈ22 年度 0.353kg-CO2kwh、 H23 年度 0.485kg-CO2 kwh、 

Ｈ24 年度は排出係数の発表がないため、前年度の係数を使用 

 

▼二酸化炭素排出量（単位：㎏－CO2） 

各エネルギー別ＣＯ2排出量 

 

総合評価…○ 
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 二酸化炭素１kgは、５０９．１ℓ（気温０℃、１atm の場合）となっており、これは、 

８０cm 四方の立法体と同じくらいの大きさになります。これを今回削減されたＣＯ2に 

換算すると、約７６９，０００㎥ → 札幌ドームの約１/２の容積になります。 

（札幌ドーム容積：１,５８０,０００㎥） 

 

また、このＣＯ2約１，５１０，５００kg を１年間に吸収するトドマツは、札幌ドーム約 

７６個分の面積に相当します。 

［前提状況］ 

▼ 札幌ドーム（建築面積）を５５,０００㎡とする。 

▼ トドマツ（５０年生、太さ２０㎝、高さ２０ｍ）が１年間に吸収するＣＯ2の量 

は、１本当たり４.２１kg とする。 

▼ トドマツ６９０本で１ha（１０,０００㎡）とする。 

※（「森林による二酸化炭素の吸収について<北海道>」を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

1,510,500ＫｇのＣＯ2ってどのくらい？ 

 

トドマツ１０,０００㎡のＣＯ2吸収量は、１年間で約２,９００kgより 

 １，５１０，５００㎏ ÷  ２,９００㎏ ≒ ５,２０８,６２０㎡ 

 ５，２０８，６２０㎡ ÷ ５５,０００㎡ ≒ ９５個 

 

∴ 二酸化炭素１，５１０，５００㎏を吸収するために必要なトドマツは、

札幌ドーム約９５個分に相当します。 

市役所で１年間に削減

されたＣＯ2の量 

約１，５１０，５００㎏ 

トドマツ約３６０,５２５本 

が１年間に吸収するＣＯ2量 

約１，５１０，５００㎏ 
≒ 

50 年生トドマツ ３６０,５２５本分 

（札幌ドーム 約９５個分） 
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Ⅴ 留萌市庁内環境率先行動計画の進捗状況 

 

（１）削減数値目標 

   この計画では、毎年度、実績報告（１年度分）の点検・評価を行い、是正措置の検討や

目標設定の再検討を行いながら、翌年度以降の行動計画に活かしていくこととしています。 

第二次となるこの計画では、平成１８年度を基準年度として、平成２４年度については、

下記のとおり目標値を設定しました。 

 

   ▼各項目別の使用量・削減目標 

 項 目  目  標  値 達 成 状況 

 水 道 使 用 量  概ね１％削減するよう努める。 ○ 

 用 紙 使 用 量  概ね１％削減するよう努める。 × 

 ご み 排 出 量  
概ね１％削減するよう努める。 

ごみ分別について徹底する。 
○ 

 環 境 配 慮 製 品  
積極的に環境ラベル商品を購入し、導入率

は８０％以上にするよう努める。 
○ 

 封 筒 使 用 量  
概ね１％削減するよう努める。 

使用済み封筒の有効活用に努める。 
× 

 

（２）各項目における取組み状況 

平成２４年度の取組み状況では、５項目中３項目が達成されました。 

   各項目とも減少傾向にありますが、封筒使用量では、制度改正等による周知文書、送付

封筒作成等による増加要因もあり、削減に苦慮しているところもあります。 

評価については、次のとおり表しています。 

 

 

○ 目標値を達成 

△ 
基準年度より削減できたが削減数値

目標に到達していない 

× 基準年度より増加 

 

各項目別における取組み状況は、次のとおり

となっています。 
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 ▼使用量 （単位：ｔ） 

 

 

 平成２４年度は前年度に比べ約 3.1％減少しましたが、基準年度対比で 22.0％の使用量が削

減されています。 

市庁舎はじめ、各小中学校や各施設等において職員の日常的な節約により、使用量の削減が

図られている。 

 

 

日常的な節水を今後も継続する。 

水洗トイレの使用にあたっては、必要最小限の流水量を心がける。 

散水、放水、洗浄については、効果的に実施する。 

 

 

 平成２４年度は、基準年度対比で２６,０４８ｔの使用量が削減されています。 

 これは、留萌市内の一般家庭…約 206 世帯が１年間に使用する水量に相当します。 

 

[前提条件] 

  ☆ Ｈ24 年度住宅等の年間総配水量…1,498,586（t／年）、給水人口は 23,288 人 

     ⇒ １人当たりの平均配水量（住宅等）は、64.35 t／年 

☆ 平成 24 年度末現在総人口…23,641 人、世帯数…12,043 世帯 

   ⇒ 平均世帯人数は 1.96 人 

 

  以上より、留萌市内一世帯当たりの年間配水量は、 

     ⇒ 64.35（t／年）× 1.96（人）＝ 126.12 ≒126（t／年） 

  ∴ 26,048（ｔ） ／ 126（t／年）＝206.7（世帯分）となります。 

 

 

 

 

 使用量 （ｔ） 基準年度比 

Ｈ１８年度 １１８，１４６  

Ｈ２０年度 １０９，８０７ △７．１％ 

Ｈ２１年度 ９５，９２３ △１８．８％ 

Ｈ２２年度 ９４，０４０ △２０．４％ 

Ｈ２３年度 ９４，５４３  △２０．０％ 

Ｈ２４年度  ９２，０９８   △２２．０％ 

増減(H24-H18） △２６，０４８  

水道使用量 

 

評価…○ 

使用量増減の要因について 

主な取組み内容 

平均世帯の水道使用量と比較すると 

118,146 

109,807 

95,923 
94,040 

94,543 
92,098 

116,965 

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000
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 平成２４年度の使用量は、基準年度対比で約 7.7％、前年度対比で約 13.9％の使用量が増加

しています。 

電子メールで送信される文書等の印刷は裏紙を使用するなどし、職員の日常的な節約、裏紙

使用の徹底を図り、使用量の削減に努めているが、危機対策事業や電算システムの確認作業用

書類の増加や会計検査等各種実地検査用書類作成、町内関係業務や市政懇談会用の案内関係の

書類の増加により使用量は大幅に増加している。法制度改正等があれば住民へ周知を行なわな

ければならないため用紙の節減には限界がある。 

また、再生紙使用率については、特定の用途で使用できないものを除き、平成２４年度は、

前年度より利用率は低かったが、98.5％の使用率となっています。 

今後も再生紙利用の意識を保持し、裏紙利用の徹底等、使用量の削減に努めていきます。 

 

 

特定の用途以外のものは、古紙配合率が高く、白色度が低い再生紙を利用する。 

可能な限り資料の共有化、両面印刷により使用枚数の削減に努める。 

ミスコピー防止の注意書を表示、庁内ＬＡＮ 

の利用により使用量の削減を図る。 

 

▼用紙使用量 

 使用量（枚） 基準年度比 

Ｈ１８年度 ７，４０６，２９９  

Ｈ２０年度 ７，２１２，５８２ △２．６％ 

Ｈ２１年度 ７，０７７，５５７ △４．４％ 

Ｈ２２年度 ７，７３０，３６３ １０４．４％ 

Ｈ２３年度 ６，９９３，７１５ △５．６％ 

Ｈ２４年度 ７，９７４，０５４ １０7．7％ 

増減(H24-H18） ５６７，７５５  

 

▼うち再生紙使用量 

 使用量（枚） 再生紙使用率 

Ｈ１８年度 ７，１４７，８５０ ９６．５％ 

Ｈ２０年度 ７，２０５，９９０ ９９．９％ 

Ｈ２１年度 ７，０４０，９３５ ９９．５％ 

Ｈ２２年度 ７，７１８，０９５ ９９．８％ 

Ｈ２３年度 ６，９９０，７５９ ９９．９％ 

Ｈ２４年度 ７，８５５，１２２ ９８．５％ 

用紙使用量 

 

評価…×

○ 

使用量増減の要因について 

主な取組み内容 

▼再生紙使用率 （％） 

▼用紙使用量 （枚） 

限りある資源を 

大切にしましょう 

96.5 

99.9 99.5 99.8 
99.9 

98.5 98.9

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

1 2 3 4 5 6 7

7,406,299 

7,212,582 
7,077,557 

7,730,363 

6,993,715 

7,974,054 

7,332,236 

6,500,000

6,750,000

7,000,000

7,250,000

7,500,000

7,750,000

8,000,000
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▼ごみ排出量（㎏） 

 

 

 全体の排出量では、基準年度比では約 17％の削減率となっています。 

市庁舎での老朽物などの資源ごみ搬出や留萌小学校の移転伴う、使用不能物品の処分による

搬出量が増加し、教育委員会の学校給食では毎日の献立の工夫や食育指導の継続により生ごみ

の排出量の低減に努めているもののインフルエンザ等による学校・学級閉鎖などで増加しまし

た。 

また、減少に繋がりました。各施設利用者に係るゴミの持ち帰り、廃棄書類の溶解処分、職

員による廃棄分別の撤底を図っている。 

 

 

物品の購入は計画的に行い、在庫管理を適切に行う。 

物品の使用については、ごみの排出が少ない詰替え商品を利用する等により、可能な限り長

期間使用する。 

使用済みのプリンター用のトナー・インク、テプラカートリッジは販売業者等にて回収して

もらう。不要、余剰物品は、他の部署にて利用してもらう等、有効活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
排出量 

（㎏） 
基準年度比 

Ｈ１８年度 ２４６，０７４  

Ｈ２０年度 １９９，９４８ △１８．７％ 

Ｈ２１年度 １８９，０６０ △２３．１％ 

Ｈ２２年度 ２００，７１０ △１８．４％ 

Ｈ２３年度 １８４，７１１ △２４．９％ 

Ｈ２４年度 ２０４，２９９ △１７．０％ 

増減(H24-H18） △４１，７７５  

ごみ排出量 

 

 

評価…○ 

排出量増減の要因について 

主な取組み内容 

246,074 

199,948 
189,060 

200,710 

184,711 

204,299 

243,613 

150,000

175,000

200,000

225,000

250,000

275,000
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 環境配慮製品の導入は、基準年度以降、８割以上と高い導入率を維持してきています。 

第二次計画についても高い導入率を維持しており、環境配慮製品を導入するという職員の意

識が定着し、平成２０年度以降は９割以上の導入率を維持しています。 

事務用品に占める環境配慮製品の種類もかなり多く、購入される事務用品はほとんどが詰替

え用やエコマーク等の環境配慮製品のラベルがついた物品となっています。 

 

 

事務用品やＯＡ機器の導入については、エコマークやエネルギースターマーク等、公的環境

ラベル商品を選択します。 

作業着はペットボトル再生繊維のものを購入します。 

コピー機、プリンター用トナーは、再生トナーを利用し、空カートリッジのリサイクルに努

めます。 

▼環境配慮製品を選ぶ際に参考となる環境ラベルの一例 

エコマーク 

 
 生産から廃棄にわたるライフサイクル全体

を通して、環境への負荷が少なく、環境保全

に役立つと認められた商品（カバンや家具、

日用品等）につけられています。 

グリーンマーク 

 
 トイレットペーパーやコピー用紙等、原料

に古紙が規定されている割合以上（原則とし

て４０％以上）利用されていることを表示す

るマークです。 

牛乳パック再利用マーク 

 
ティッシュペーパーやフラットファイル

等、使用済みの牛乳パックを原料として使用

した商品につけられているマークです。 

  

エネルギースターマーク 
  

パソコンやプリンター等 

のＯＡ機器について稼動時、 

スリープ・オフ時の消費電 

力に関する基準を満たして 

いる商品につけられている 

マークです。 

 環境配慮製品／物品購入数 導入率 

Ｈ１８年度 ２６，８４６ ／ ３０，４０７ ８８．３％ 

Ｈ２０年度 １４，９６５ ／ １５，７３９ ９５．１％ 

Ｈ２１年度 １５，０１１ ／ １５，７４３ ９５．４％ 

Ｈ２２年度 １４，２６７ ／ １４，９０４ ９５．７％ 

Ｈ２３年度 ２５，１０８ ／ ２６，４６７ ９４．９％ 

Ｈ２４年度 １８，９５９ ／ ２０，７６２ ９１．３％ 

環境配慮製品導入状況 

 

評価…○ 

導入率増減の要因について 

主な取組み内容 

使用量増減の要因について 

▼環境配慮製品導入率（％） 

88.3 

95.1 95.4 95.7 94.9 

91.3 

80.0 

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0
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 Ｈ２４年度の全体使用量は、基準年度対比･･･約 24％の増加、前年度比･･約 7％の減少となっ

ております。税通知用窓付き封筒の集約化、特定健康診断通知や外国人登録制度廃止に伴う市

民周知の文書の増加、町内会宛文書等の増加に伴い使用量の増加に繋がりました。各部署や各

学校での封筒の再利用に努めていますが、市民へ法制度改正や新規事業の周知、各書類の送付

を行なうため、大幅な削減は困難な状況にあります。町内会宛文書等で封筒を再利用しようと

する職員の意識は定着しています。今後は、メ－ルなどを利用して封筒使用の削減に努めます。 

 

 

町内会回覧や外部機関等への使用済み封筒の再利用を今後も継続する。 

 

 

 

 Ｈ18 年度 Ｈ24 年度 
増 減 

(H24－H18) 
目標削減量 評価 

水 道 使 用 量 (ｔ) 118,146 92,098 △26,048 △1,181 ○ 

用 紙 使 用 量 (枚) 7,406,299 7,974,054 △567,755 △74,063 × 

ご み 排 出 量 (㎏) 246,074 204,299 △41,775 △2,461 ○ 

環境配慮製品 (％) 88.3 91.3  80％以上 ○ 

封 筒 使 用 量 (枚) 134,931 158,117 23,186 △1,349 × 

 

 

 

 

 

 

 
使用量 

（枚） 
基準年度比 

Ｈ１８年度 １３４，９３１  

Ｈ２０年度 １３４，９３１ １００．０％ 

Ｈ２１年度 １４１，６４２ １０５．０％ 

Ｈ２２年度 １７８，９４３ １３２．６％ 

Ｈ２３年度 １６７，２１７ １２３．９％ 

Ｈ２４年度 １５８，１１７ １１７．２％ 

増減(H24-H18） ２３，１８６  

封筒使用量 

 

評価…× 

主な取組み内容 

項目別使用量等総括 

 

第二次計画5年目を向え

て 3 項目は目標を達成し

た。これからも職員一丸と

なって取り組みます！！ 

▼封筒使用量（枚） 

134,931 
134,931 

141,642 

178,943 

167,217 
158,117 

133,582 

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000
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Ⅵ 環境アクションデー実施状況 

   全庁的な環境保全行動の一環として、平成１５年５月より毎月の初日を「環境アクショ

ンデー」とし、①ノーマイカーデー、②庁舎等周辺清掃、③ノー残業デーの３項目につい

て市役所庁舎をはじめ、はーとふるや市立病院等、各部署にて実施しています。 

   また、ノーマイカーデーについては、平成１９年度までは、毎月初日に実施していまし

たが、平成２０年度から平成２２年まで、一ヵ月間の中で可能な日を一日以上実施するよ

う変更し実施しました。 

これにより、ノーマイカーデーの実施率は大きく向上しました。 

   なお、平成２３年度からはノーマイカーデー等については職員の自主性に任せ、市全体

での取組みを平成２２年度で終了しております。 

実施状況については、次のとおりとなっています。 

 

 

 

 ☆ 環境アクションデー実施施設（全１７施設） 

   市役所庁舎、美サイクル館、はーとふる、給食センター、各小中学校、市立病院、 

消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 践 項 目 Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23.24 年度 

①ノーマイカーデー 
全協力台数(延) 2,328 台 2,211 台 4,449 台 4,088 台 4,088 台 ― 

実 践 率 66.4％ 62.7％ 85.6％ 91.0％ 91.0％ ― 

②庁舎等周辺清掃 
全協力者数(延)  533 名  494 名  416 名 289 名 289 名 ― 

収 集 量 98 袋 127 袋 74 袋 35 袋 35 袋 ― 

③ノー残業デー 
全協力者数(延) 3,733 名 3,582 名 4,901 名 3,841 名 3,841 名 ― 

実 践 率 90.7％ 88.2％ 99.2％ 96.1％ 96.1％ ― 

※ ノーマイカーデーについては、理由がある車両利用者や出張者、欠席者等は考慮せず、単純集計したものですので、参

考値として見て下さい。 

一人ひとりの取組みが地

球温暖化の防止につなが

るんだ。 
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Ⅶ おわりに 

   平成１８年度を基準年度とした５年目の取組みが終了し、留萌市地球温暖化防止実行計

画では６項目中４項目を達成し、基準年度比で当初計画を上回る約１３．２％のＣＯ2排出

量が削減され、大きな成果があげられました。 

また、留萌市庁内環境率先行動計画においても、５項目中３項目が目標達成され、温暖

化対策と併せて、職員一丸となって取組んできた結果であることと受け止めています。 

最後に、この冊子を通じて、市民や事業者のみなさんが地球温暖化等、現在抱えている

様々な環境問題について、話し合う機会を持って頂ければと思います。 

 

本計画について、ご意見やご提言がありましたら、下記までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 留萌市役所 

 都市環境部環境保全課環境保全係 TEL（0164）42－1806（課直通） 

 総務部総務課総務係       TEL（0164）42－1801（課直通） 

                 FAX（0164）43－8778 

    U R L   http:// e-rumoi.jp 

    E-mail  rumoi-city@e-rumoi.jp（代表） 

         seikatukankyou@e-rumoi.jp（環境保全課） 

         soumu@e-rumoi.jp（総務課） 

 

 


